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は
じ
め
に

　
「
金
利
あ
る
世
界
」
へ
の
移
行
や

各
国
の
通
商
政
策
、物
価
上
昇
な
ど
、

わ
が
国
の
経
済
・
社
会
に
多
大
な
影

響
を
与
え
得
る
変
化
が
生
じ
て
い

る
。
経
済
見
通
し
の
不
確
実
性
が
高

ま
る
な
か
、
金
融
行
政
と
し
て
、
企

業
・
経
済
の
持
続
的
成
長
と
安
定
的

な
資
産
形
成
等
に
よ
る
国
民
の
厚
生

の
増
大
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

「
２
０
２
５
事
務
年
度
金
融
行
政
方

針
」
に
お
い
て
、「
金
融
機
能
の
更

な
る
発
揮
を
促
し
、
持
続
的
な
成
長

に
貢
献
す
る
」「
金
融
シ
ス
テ
ム
の

安
定
性
や
公
正
性
・
安
全
性
へ
の
信

頼
を
確
保
す
る
」「
国
民
へ
の
貢
献

の
た
め
に
常
に
進
化
し
続
け
る
組
織

を
つ
く
る
」
と
い
う
３
つ
の
施
策
を

推
し
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
図

表
参
照
）。

　
本
稿
で
は
、「
２
０
２
５
事
務
年

度
金
融
行
政
方
針
」
に
掲
げ
ら
れ
た

施
策
を
概
括
し
て
い
く
。
金
融
行
政

方
針
は
、
そ
の
年
の
金
融
行
政
に
お

け
る
重
点
課
題
を
明
確
化
す
る
た

め
、
毎
年
公
表
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
本
事
務
年
度
は
、
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
施
策
を
よ
り
明
確
に

示
す
た
め
、
例
年
に
比
べ
て
全
体
を

ス
リ
ム
化
し
て
い
る
。
金
融
庁
の
取

組
に
よ
り
関
心
を
持
た
れ
た
読
者
に

お
か
れ
て
は
、
ぜ
ひ
本
文
も
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

　
な
お
、
本
稿
は
「
２
０
２
５
事
務

年
度
金
融
行
政
方
針
」
公
表
時
点
の

情
報
に
基
づ
い
て
執
筆
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
稿
に
お
け
る
意
見
に
係
る

部
分
は
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ

り
、
筆
者
の
所
属
す
る
組
織
を
代
表

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
あ
ら
か
じ

め
お
断
り
す
る
。

一 　
金
融
機
能
の
更
な
る

発
揮
を
促
し
、
持
続
的

な
成
長
に
貢
献
す
る

　
ま
ず
、
金
融
行
政
と
し
て
、
金
融

機
関
や
金
融
市
場
の
機
能
発
揮
を
促

し
て
い
く
こ
と
で
、
環
境
変
化
に
直

面
す
る
企
業
・
経
済
の
持
続
的
な
成

長
や
国
民
の
安
定
的
な
資
産
形
成
に

貢
献
し
て
い
く
。

１ 　
事
業
者
の
持
続
的
な

成
長
を
促
す
金
融
機
関

の
取
組
の
推
進

　
わ
が
国
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
と
い
っ
た
構
造
的
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
事
業
者

に
と
っ
て
人
手
・
後
継
者
不
足
は
深

刻
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
、
足
元
で

は
原
材
料
費
や
人
件
費
の
上
昇
も
み

ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
事
業
者
の
中

に
は
、
積
極
的
な
設
備
投
資
や
デ
ジ

タ
ル
化
等
を
推
進
し
た
り
、
事
業
承

継
に
よ
り
優
れ
た
技
術
や
顧
客
基
盤

を
維
持
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
も
の

も
存
在
し
て
お
り
、
金
融
機
関
が
こ

う
し
た
事
業
者
を
後
押
し
し
て
い
く

た
め
の
施
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
そ
の
他

の
環
境
変
化
に
直
面
す
る
地
域
が
持

続
的
な
発
展
を
目
指
す
な
か
で
、
地

域
金
融
の
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
力

（
＝
「
地
域
金
融
力
」）
へ
の
期
待
は

1　

２
０
２
５
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
の
ポ
イ
ン
ト

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

「
２
０
２
５
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
」の

ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
課
題

金
融
庁 

総
合
政
策
局 

総
合
政
策
課 

課
長
補
佐　

乗
松 

慶
行
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は
じ
め
に

　
金
融
庁
は
、
２
０
２
５
年
８
月
、

２
０
２
５
事
務
年
度
の
金
融
行
政
に

お
け
る
重
点
課
題
お
よ
び
金
融
行
政

に
取
り
組
む
う
え
で
の
方
針
に
つ

き
、「
金
融
行
政
方
針
」
と
し
て
公

表
し
た
。

　
２
０
２
５
事
務
年
度
の
金
融
行
政

方
針
は
、
２
０
２
４
事
務
年
度
と
同

様
の
３
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、「
金
融
機
能
の
更
な
る

発
揮
を
促
し
、
持
続
的
な
成
長
に
貢

献
す
る
」「
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定

性
や
公
正
性
・
安
定
性
へ
の
信
頼
を

確
保
す
る
」「
国
民
へ
の
貢
献
の
た

め
に
常
に
進
化
し
続
け
る
組
織
を
つ

く
る
」
の
３
部
に
お
い
て
、
昨
事
務

年
度
と
同
様
の
項
目
を
概
観
し
て
説

明
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
２
０
２
５
事
務
年
度

で
は
、
２
本
目
の
柱
の
「
金
融
シ
ス

テ
ム
の
安
定
性
や
公
正
性
・
安
全
性

へ
の
信
頼
を
確
保
す
る
」に
お
い
て
、

「
金
融
グ
ル
ー
プ
等
の
実
態
に
応
じ

た
効
果
的
な
監
督
・
検
査
の
実
施
」

「
協
同
組
織
金
融
機
関
に
お
け
る
適

切
な
経
営
管
理
と
業
務
運
営
の
確

保
」
等
、
近
時
の
動
向
を
意
識
し
た

記
載
も
み
ら
れ
る
。
他
方
、
こ
れ
ま

で
の
金
融
行
政
方
針
で
は
業
態
ご
と

に
整
理
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た
「
業

態
別
の
課
題
へ
の
対
応
」
が
項
目
と

し
て
は
割
愛
さ
れ
、
そ
の
他
の
記
載

も
簡
潔
な
も
の
と
な
り
全
体
の
分
量

も
２
０
２
４
事
務
年
度
の
30
頁
弱
か

ら
20
頁
へ
と
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
金
融
行
政
方
針
の
位

置
づ
け
や
２
０
２
５
事
務
年
度
金
融

行
政
方
針
の
概
要
に
つ
き
簡
単
に
説

明
し
た
う
え
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

等
の
観
点
か
ら
特
に
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
お
よ
び
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る

取
組
み
に
つ
き
概
説
す
る
。
な
お
、

本
稿
に
お
い
て
意
見
に
わ
た
る
部
分

は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
筆

者
が
現
に
所
属
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で

に
所
属
し
た
い
か
な
る
組
織
・
団
体

の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

一 　
金
融
行
政
方
針
の
位

置
づ
け
と
２
０
２
５
事

務
年
度
金
融
行
政
方
針

の
概
要

１　
金
融
行
政
方
針
と
は

　
金
融
庁
は
、
２
０
１
５
事
務
年
度

以
降
、
金
融
行
政
が
何
を
目
指
す
か

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実

現
に
向
け
、
い
か
な
る
方
針
で
金
融

行
政
を
行
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、

事
務
年
度
ご
と
に「
金
融
行
政
方
針
」

を
策
定
・
公
表
し
て
お
り
、
そ
の
実

施
結
果
を
検
証
し
、
次
年
度
の
金
融

2　

２
０
２
５
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
と

金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
取
組
み

デ
ロ
イ
ト 

ト
ー
マ
ツ 

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

弁
護
士
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士

今
野 

雅
司

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
「
２
０
２
５
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
」
の
ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
課
題
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詐
欺
等
で
得
ら
れ
た
犯
罪
収
益

は
、
不
正
利
用
口
座
を
転
々
と
マ

ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
さ
れ
犯
罪

集
団
の
手
に
渡
る
。
不
正
に
利
用
さ

れ
る
口
座
は
、
売
買
に
よ
る
も
の
に

加
え
レ
ン
タ
ル
（
貸
借
）
に
よ
る
も

の
が
増
加
し
て
い
る
。
生
活
口
座
等

と
し
て
も
使
わ
れ
る
貸
借
口
座
は
法

の
弱
点
を
突
く
も
の
で
、
政
府
に
よ

り
法
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
口
座
レ
ン
タ
ル
へ
の

対
応
強
化
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、

強
化
後
に
想
定
さ
れ
る
犯
罪
利
用
預

金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害

回
復
分
配
金
の
支
払
等
に
関
す
る
法

律（
以
下
、「
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
」

と
い
う
）
に
基
づ
く
金
融
機
関
間
の

情
報
共
有
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

一
　
口
座
レ
ン
タ
ル
の
現
状

１ 

　
口
座
レ
ン
タ
ル
に
よ
る
不

正
利
用

　
口
座
レ
ン
タ
ル
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
次

の
よ
う
に
勧
誘
さ
れ
て
い
る
。

口
座
レ
ン
タ
ル
即
金

　
■
特
定
の
口
座
■
Ａ
銀
行
＋
仮
想
通

貨
認
証
、
Ｂ
銀
行
（
３
ヵ
月
以
上
の
口

座
）

　
■
指
定
の
口
座
■
全
国
の
信
用
金
庫

（
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
開
設
要
、
振
込

限
度
額
５
０
０
万
以
上
）、
Ｃ
銀
行

　
■
普
通
の
口
座
■
Ｄ
銀
行
、Ｅ
銀
行
、

Ｆ
銀
行
、
全
国
の
労
働
金
庫

　
口
座
売
買
へ
の
警
察
等
に
よ
る
監

視
が
厳
し
く
な
っ
て
以
降
、
口
座
レ

ン
タ
ル
の
勧
誘
が
増
加
し
て
い
る
。

口
座
レ
ン
タ
ル
は
売
買
と
同
様
、
犯

罪
集
団
に
よ
っ
て
詐
欺
等
で
得
た
資

金
の
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
に

使
わ
れ
る
。
レ
ン
タ
ル
さ
れ
る
金
融

機
関
口
座
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
の
利
用
限
度
額
等
の
犯
罪

集
団
の
使
い
勝
手
に
よ
っ
て
ラ
ン
ク

づ
け
さ
れ
価
格
も
異
な
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
。

　
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
は
通

常
「
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
」「
レ
イ
ヤ

リ
ン
グ
」「
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

の
３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
を
経
て
正
当
な

資
金
に
偽
装
さ
れ
る
。
す
べ
て
の

フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
口
座
レ
ン
タ

ル
、
売
買
さ
れ
た
口
座
等
が
不
正
に

利
用
さ
れ
る
（
図
表
１
）。

⑴
　
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト

　
詐
欺
等
の
被
害
が
発
生
し
、
金
融

シ
ス
テ
ム
に
資
金
取
込
を
行
う

フ
ェ
ー
ズ
で
あ
る
。
犯
罪
集
団
は
口

座
売
買
や
レ
ン
タ
ル
等
に
よ
り
他
人

名
義
の
口
座
を
支
配
下
に
置
き
、
詐

口
座
レ
ン
タ
ル
へ
の
対
応
強
化
と
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法

〜
不
正
情
報
の
金
融
機
関
間
共
有
に
向
け
て
〜

今
月
の
解
説
①

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ 

Ｒ
ｅ
ｇ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

Ｅ
ｄｇ
ｅ
株
式
会
社 

主
席
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

山
根 

　
洋
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本
稿
は
、
関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
パ
ブ
コ
メ
等
で
示
さ
れ
た
考
え

方
を
踏
ま
え
、
外
為
法
17
条
に
規
定

さ
れ
る
適
法
性
の
確
認
義
務
の
履
行

方
法
の
整
理
を
試
み
る
も
の
で
あ

る
。

　
本
稿
「
上
」（
本
誌
９
３
３
号
18

頁
以
下
）
で
は
、
適
法
性
の
確
認
義

務
の
対
象
と
な
る
支
払
等
の
類
型
に

つ
い
て
整
理
を
し
た
う
え
、
国
内
か

ら
海
外
に
向
け
た
仕
向
送
金
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
か
解
説
し
た
。

　
本
稿
「
下
」
で
は
、
海
外
か
ら
国

内
に
向
け
ら
れ
た
被
仕
向
送
金
お
よ

び
国
内
送
金
な
ら
び
に
慎
重
な
確
認

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　
な
お
、本
稿
で
用
い
る
略
語
等
は
、

本
稿
「
上
」
で
用
い
た
も
の
と
同
一

の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
し
、
項
の

番
号
や
図
表
の
番
号
は
、本
稿
「
上
」

か
ら
の
通
し
番
号
を
用
い
る
こ
と
と

す
る
。

三 

　
海
外
か
ら
国
内
に
向
け
ら

れ
た
被
仕
向
送
金

１　
基
本
的
な
考
え
方

　
被
仕
向
送
金
を
取
り
扱
う
場
合
に

お
い
て
も
、
適
法
性
の
確
認
義
務
が

適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
銀
行

等
は
、
当
該
被
仕
向
送
金
に
係
る
顧

客
に
よ
る
支
払
の
受
領
が
、
経
済
制

裁
対
象
取
引
で
あ
る
か
、
経
済
制
裁

対
象
取
引
を
原
因
取
引
と
す
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
、

顧
客
名
義
の
口
座
に
入
金
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
本
稿
「
上
」
二
２
で
述
べ

た
リ
ス
ト
や
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備

は
、
被
仕
向
送
金
を
取
り
扱
う
場
合

に
も
当
然
必
要
な
対
応
で
あ
る
。

２ 　
Ｇ
Ｌ
Ｑ
Ａ
の
改
訂
に
よ
り

明
確
化
さ
れ
た
考
え

　
以
上
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る

が
、被
仕
向
送
金
を
受
領
す
る
都
度
、

受
領
目
的
等
の
確
認
を
実
施
す
る
こ

と
は
業
務
負
担
が
大
き
い
。

　
財
務
省
は
、
Ｇ
Ｌ
パ
ブ
コ
メ
52
番

に
お
い
て
、
被
仕
向
送
金
に
係
る
適

法
性
の
確
認
義
務
の
履
行
方
法
に
関

し
、「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
別
添
２
に

て
、
支
払
の
受
領
に
係
る
規
制
の
範

囲
を
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
に
係
る
送
金
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、

制
裁
違
反
リ
ス
ク
を
適
切
に
評
価
し

外
為
法
に
お
け
る
適
法
性
の
確
認
義
務
の

履
行
方
法
に
関
す
る
考
え
方（
下
）

今
月
の
解
説
②

御
堂
筋
法
律
事
務
所 

東
京
事
務
所 

弁
護
士　

岡
﨑 

頌
央
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は
じ
め
に

　
地
政
学
リ
ス
ク
は
、
現
代
の
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
い
て
無
視
で
き

な
い
要
因
で
あ
る
。
国
際
情
勢
の
不

安
定
化
や
国
家
間
の
緊
張
が
高
ま
る

な
か
、
企
業
や
金
融
機
関
は
こ
れ
ら

の
リ
ス
ク
を
適
切
に
管
理
し
、
事
業

継
続
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
銀
行
業
務
に
お
い
て
は
、
地
政

学
リ
ス
ク
が
融
資
、
投
資
、
運
用
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
領
域
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
本
稿
で
は
、
地
政
学
リ
ス
ク
の
定

義
、
類
型
、
影
響
要
因
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
詳
し
く
解
説
し
、
現
況
を
踏
ま

え
て
２
０
２
６
年
以
降
の
地
政
学
リ

ス
ク
の
動
向
と
銀
行
業
務
へ
の
具
体

的
な
影
響
を
包
括
的
に
考
察
す
る
。

一
　
地
政
学
リ
ス
ク
と
は
何
か

　
地
政
学
リ
ス
ク
と
は
、
特
定
の
国

や
地
域
に
お
け
る
政
治
的
、軍
事
的
、

経
済
的
、
社
会
的
な
緊
張
や
不
安
定

要
因
が
、
企
業
や
経
済
全
体
に
及
ぼ

す
不
確
実
性
や
損
失
の
可
能
性
を
指

す
。
地
政
学（geopolitics
）と
は
、

地
理
的
条
件
を
基
盤
に
国
家
間
の
関

係
性
や
戦
略
を
分
析
す
る
学
問
で
あ

り
、
こ
れ
に
基
づ
く
リ
ス
ク
は
、
国

際
情
勢
の
変
動
が
経
済
活
動
や
社
会

に
与
え
る
影
響
を
包
含
す
る
。
近
年

で
は
、
従
来
の
軍
事
衝
突
や
戦
争
だ

け
で
な
く
、貿
易
摩
擦
、経
済
制
裁
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
、
サ
イ

バ
ー
攻
撃
、
資
源
供
給
の
不
安
定
化

な
ど
、
広
範
な
事
象
が
地
政
学
リ
ス

ク
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
地
政
学
リ
ス
ク
の
特
徴
は
、
そ
の

影
響
が
局
所
的
な
出
来
事
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
経
済
に
波
及
す
る
こ
と

に
あ
る
。
例
え
ば
、
２
０
２
２
年
の

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
食

料
供
給
の
不
安
定
化
を
通
じ
て
、
世

界
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。ま
た
、

米
中
間
の
貿
易
摩
擦
や
技
術
覇
権
争

い
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
や
技
術
標
準
に
変
動
を
も

た
ら
し
、
企
業
や
金
融
機
関
の
戦
略

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
地
政
学
リ
ス
ク
は
単
な

る
地
域
紛
争
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界

経
済
全
体
の
不
確
実
性
を
増
大
さ
せ

る
要
因
と
し
て
機
能
し
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、
地
政
学
リ
ス
ク
の
複
雑
性

は
、
複
数
の
要
因
が
相
互
に
絡
み
合

う
点
に
あ
る
。
政
治
的
決
定
が
経
済

制
裁
を
誘
発
し
、
そ
れ
が
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
や
市
場
の
ボ
ラ

テ
ィ
リ
テ
ィ
を
招
く
と
い
っ
た
連
鎖

反
応
が
頻
繁
に
発
生
す
る
。

　
銀
行
は
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
適

切
に
評
価
し
、
事
業
戦
略
や
リ
ス
ク

管
理
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
銀

行
は
、
異
な
る
地
域
の
リ
ス
ク
要
因

を
統
合
的
に
分
析
し
、
迅
速
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。

地
政
学
リ
ス
ク
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
銀
行
業
務
へ
の
影
響

地
政
学
リ
ス
ク
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
銀
行
業
務
へ
の
影
響

今月の解説③

国
際
政
治
学
者
　

国
際
政
治
学
者
　
和
田
和
田  

大
樹
大
樹
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は
じ
め
に

　
２
０
１
９
年
６
月
に
金
融
庁
は

「
金
融
機
関
の
内
部
監
査
の
高
度
化

に
向
け
た
現
状
と
課
題
」（
以
下
、「
現

状
と
課
題
」
と
い
う
）
を
公
表
し
、

金
融
機
関
に
お
け
る
〝
内
部
監
査
の

高
度
化
〞
の
必
要
性
を
説
い
た
。
そ

の
後
、
２
０
２
３
年
10
月
に
「『
金

融
機
関
の
内
部
監
査
の
高
度
化
』
に

向
け
た
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
（
中

間
報
告
）」（
以
下
、「
プ
ロ
グ
レ
ス

レ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
）
を
、
翌
２
０

２
４
年
９
月
に
「
金
融
機
関
の
内
部

監
査
の
高
度
化
に
向
け
た
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
レ
ポ
ー
ト
（
２
０
２
４
）」（
以

下
、「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」

と
い
い
、
こ
れ
ら
３
レ
ポ
ー
ト
を
ま

と
め
て
「
金
融
庁
レ
ポ
ー
ト
」
と
い

う
）
を
次
々
と
公
表
し
、
内
部
監
査

の
高
度
化
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な

態
勢
整
備
や
多
く
の
工
夫
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
本
年
６
月
に
は
業
界

団
体
を
中
心
に
半
年
近
く
に
わ
た
り

議
論
を
重
ね
た
結
果
を
、「
金
融
機

関
の
内
部
監
査
高
度
化
に
関
す
る
懇

談
会『
報
告
書（
２
０
２
５
）』」（
以

下
、「
懇
談
会
報
告
」
と
い
う
）
と

し
て
公
表
し
た
。

　
本
連
載
で
は
、
今
後
複
数
回
に
わ

た
り
、
近
時
、
金
融
庁
が
こ
う
し
た

〝
内
部
監
査
の
高
度
化
〞
を
強
く
金

融
界
に
働
き
か
け
る
意
図
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
そ
の
真
意
を
探
る
と
と

も
に
、
内
部
監
査
の
高
度
化
を
実
践

す
る
た
め
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
皆

様
に
お
伝
え
す
る
。
そ
れ
は
、
内
部

監
査
に
と
ど
ま
ら
ず
金
融
機
関
全
体

の
〝
高
度
化
〞
を
必
要
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
今
回
は
、
内
部
監
査
の
歴
史
的
展

開
を
中
心
に
、
そ
れ
が
金
融
庁
レ

ポ
ー
ト
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て

き
た
の
か
を
紹
介
す
る
。
も
と
よ
り

本
稿
の
目
的
は
内
部
監
査
の
歴
史
を

解
説
す
る
こ
と
で
は
な
い
。し
か
し
、

内
部
監
査
の
あ
り
方
は
、
そ
の
地
域

と
時
代
の
要
請
に
対
し
て
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
す
過
程
の
中
で
段
階
的

に
変
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ

う
し
た
先
人
た
ち
の
歴
史
を
知
る
こ

と
は
、
内
部
監
査
の
現
状
を
理
解
す

る
と
と
も
に
、
将
来
我
々
が
新
た
な

課
題
に
直
面
し
た
と
き
に
、
大
い
に

参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一 

　
欧
米
と
本
邦
に
お
け
る 

内
部
監
査
の
展
開

１　
欧
米
に
お
け
る
内
部
監
査

PwC Japan有限責任監査法人
弁護士　杉山 典彦

第１回
内部監査のこれまでの経緯と
各時代に求められた役割

すぎやま・のりひこ●弁護士。1993 年弁護士登録。弁護士
として 10 余年にわたり一般民事・刑事・金融法務等を担当、
2005 年から 21 年まで金融庁に勤務。専門検査官、特別検査
官、財務局検査監理官、主任統括検査官を歴任。主要行、地銀、
保険、フィンテック業界を担当。リスク分析室では経営管理・
内部監査チーム長として内部監査の高度化、地銀経営統合
の調査、分析に従事。公認内部監査人（CIA）、公認不正検
査士（CFE）。

銀行業等高度化銀行業等高度化にに対応対応するする
内部監査内部監査のの読読みみ解解きき方方


